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世界のでん粉需給動向（2020年）

調査情報部

【要約】
　2020年の世界のでん粉生産量は、コロナ禍に各国で実施された都市封鎖による巣ごもり需要の増大など
の影響で電子商取引が拡大し、配送の際に使用される包装資材や製紙などの原料として工業向けのでん粉需
要が増加したことで、前年を3.2%上回った。種類別に見ると、全種類のでん粉が前年の生産量を上回り、
特に市場規模が2番目に大きいタピオカでん粉が最も高い増加率を示した。消費量は生産量と同様、増加傾
向にあり、2020年は全種類のでん粉で増加し、今後も堅調に推移するものと見込まれる。

はじめに
　本稿では、世界の主要な天然でん粉（コーンス

ターチ、タピオカでん粉、ばれいしょでん粉、小麦

でん粉）および化工でん粉の2020年の生産・消費

動向および2022年までの消費見通しについて、農

産物の需給などを調査する英国の調査会社LMC  

Internationalの調査結果を中心に報告する。

○本稿に関する留意点

・ でん粉は、需要に応じ生産・供給される状況に

あり、世界全体で見るとおおむね生産量≒消費

量であることから、本稿においては、在庫につ

いては考慮していない。

・重量は、すべて製品ベースである。

1．需給概況など
　2020年は、世界的な新型コロナウイルス感染症

（COVID–19）の発生による感染拡大防止のため、

各国で都市封鎖など市民の外出を厳しく制限する対

策が講じられた。飲食店や宿泊施設などのホスピタ

海外情報

リティ産業の多くの施設が休業し、その影響を受け

て、食品を中心にでん粉の需要は減少した。一方、

電子商取引が拡大したことにより、配送の際に使用

される包装資材や製紙などの原料として、工業向け

のでん粉需要は大幅に増加した。

　その結果、世界のでん粉生産量は4537万トン（前

年比3.2%増）と前年をやや上回った。このうち、

コーンスターチが全体の43%強と最も多く、次い

で、 化 工 で ん 粉 と タ ピ オ カ で ん 粉 が と も に 約

21%、小麦でん粉が約7%、ばれいしょでん粉が

約4%となっている（図1）。

　また、世界のでん粉消費は、生産された量とほぼ

同量が消費されており、4497万トン（同3.0%増）

となっている。

　生産量の増減の推移を見ると、でん粉全体では、

2002年の調査以降、一貫して増加傾向にある。種

類別に見ると、2020年は全種類のでん粉で前年を

上回り、特にコーンスターチに次いで市場規模が大

きいタピオカでん粉は、前年比6.3%増と最も高い

増加率を示した（表1）。

　でん粉は、需要に応じ生産・供給される状況にあ

ることから、その価格は需給バランスよりも原料価
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表1　種類別でん粉生産量および消費量の推移
（単位：千トン）

生産量 消費量

2018年 2019年 2020年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

コーンスターチ 18,684 19,194 19,688 2.6％ 18,431 18,913 19,292 2.0％ 19,690 2.1％ 20,048 1.8％
タピオカでん粉 8,692 9,213 9,793 6.3％ 8,687 9,210 9,792 6.3％ 10,134 3.5％ 10,463 3.2％

小麦でん粉 2,850 3,018 3,149 4.3％ 2,857 3,015 3,145 4.3％ 3,294 4.7％ 3,440 4.4％
ばれいしょでん粉 1,858 1,748 1,835 5.0％ 1,860 1,740 1,824 4.9％ 1,885 3.3％ 1,943 3.1％

化工でん粉 9,021 9,269 9,342 0.8％ 9,018 9,252 9,328 0.8％ 9,721 4.2％ 10,039 3.3％
その他 1,486 1,541 1,563 1.4％ 1,488 1,553 1,592 2.5％ 1,657 4.0％ 1,726 4.2％
合計 42,591 43,983 45,370 3.2％ 42,340 43,683 44,974 3.0％ 46,382 3.1％ 47,660 2.8％

資料：LMC International
注1：2021年以降は予測値。
注2：四捨五入の関係から、合計と増減率は必ずしも一致しない。

格の変動による影響を大きく受ける傾向にある。

2020年の各種でん粉の輸出単価（世界平均：米ド

ル換算）を見ると、化工でん粉のみ前年をわずかに

上回った（前年比0.4%高）。しかし、その他の種

類では前年を下回り、中でもばれいしょでん粉は、

主産地である欧州での都市封鎖などにより外食向け

需要が減少したことで同6.4%安、タピオカでん粉

は、安定した原料供給を背景に同5.3%安となった

（図2）。
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（増減率）

前年比
（増減率）
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前年比
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表2　コーンスターチ生産量および消費量の推移
（単位：千トン）

生産量 消費量

2018年 2019年 2020年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

アジア 13,183 13,614 14,016 （71.2） 3.0％ 13,134 13,562 13,953 （72.3） 2.9％ 14,234 2.0％ 14,487 1.8％
欧州 1,982 2,126 2,077 （10.5） ▲2.3％ 1,695 1,791 1,736 （9.0） ▲3.1％ 1,786 2.9％ 1,841 3.1％
北米 2,495 2,410 2,435 （12.4） 1.0％ 2,454 2,395 2,419 （12.5） 1.0％ 2,435 0.7％ 2,450 0.6％

中米・カリブ海 0 0 0 （0.0） － 61 65 65 （0.3） ▲1.0％ 68 5.5％ 71 4.3％
南米 498 538 573 （2.9） 6.5％ 473 475 480 （2.5） 1.0％ 499 4.0％ 510 2.2％

大洋州 43 29 34 （0.2） 17.2％ 52 52 53 （0.3） 2.0％ 55 2.3％ 56 1.7％
アフリカ 483 477 553 （2.8） 15.9％ 561 572 587 （3.0） 2.5％ 614 4.7％ 633 3.0％

合計 18,684 19,194 19,688 （100.0） 2.6％ 18,431 18,913 19,292 （100.0） 2.0％ 19,690 2.1％ 20,048 1.8％
資料：LMC International
注1：2021年以降は予測値。
注2：括弧内はその地域が生産量全体または消費量全体に占める割合（%）。
注3：四捨五入の関係から、合計と増減率は必ずしも一致しない。
注4：「0」は1トン未満を表し、「－」は事実不明なもの。

2． 天然でん粉および化工でん
粉の動向

（1）コーンスターチ
　コーンスターチの生産は、アジアが生産量全体の

7割強を占め、次いで北米と欧州がそれぞれ1割強

となっている（表2）。2020年の地域別生産量を

見ると、欧州以外の地域で前年を上回った。

　世界最大のコーンスターチ生産・消費国である中

国では、生産量が堅調に推移しており、2020年は

世界の生産量の5割を超える約1070万トン（前年

比1.9%増）に達した。しかし、COVID–19の影響

により国内、輸出需要ともに減少したことで、増加

率は例年と比べ鈍化した。

　また、同国では2019年第4四半期以降、トウモロ

コシ価格が大幅に上昇している。これは、アフリカ

豚熱からの回復により豚飼養頭数が増加する中で、

飼料に仕向けられる国内のトウモロコシ在庫量が不

足していることが要因とされている。2021年12

月9日の米国農務省世界農業観測ボード（USDA/

WAOB）の発表によると、2020/21年度（10月

から翌9月）の中国のトウモロコシ輸入量は2951

万トン（前年比3.9倍）と推計されており、翌年度

も引き続き高水準での推移が見込まれている。

　消費量は生産と同様、アジアが主要消費地域であ

り、2020年は欧州と中米・カリブ海を除く全ての

地域で前年を上回った。2021年以降は、外食や旅

行など経済活動が徐々に再開されることにより消費

も回復することが予想され、全ての地域で前年を上

回る見込みである。

　中国に次ぐ消費国である米国では、コロナ禍でも

電子商取引が拡大したことにより、配送の際に使用

される包装資材や製紙などの原料として、工業向け

のコーンスターチ需要は安定して推移した。一方、

EUでは、コーンスターチは、EUが主産地となる小

麦でん粉と比べ高価であり、アレルギー物質を含ま

ないことから主に薬品や離乳食など高付加価値商品

に用いられている。2020年は当該分野での工場が

新設されるなど、需要は堅調であった。
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（2）タピオカでん粉
　タピオカでん粉の生産は、アジアが生産量全体の

9割弱を占めている（表3）。2020年の地域別生

産量を見ると、欧州、北米および大洋州では生産さ

れていないものの、その他の全ての生産地域で前年

を上回った。

　世界最大のタピオカでん粉の生産・輸出国である

タイでは、2019/20年度（10月〜翌9月）、原料

作物であるキャッサバの生産量は干ばつやキャッサ

バモザイク病（注1）の被害により減少した（写真）。

翌年度は、キャッサバ製品の最大の輸出先である中

国国内のトウモロコシ価格上昇から、コーンスター

チの代替としてタピオカでん粉、また、エタノール

生産の代替原料としてタピオカチップの引き合いが

それぞれ強まり、輸出は堅調に推移した。

　消費量は生産と同様、アジアが消費量全体の9割

弱を占めている。同年の消費量は、主要消費地域で

あるアジアを中心に増加した。2021年以降は、経

済活動の再開により徐々に回復し、全ての地域で前

年を上回る見込みである。

（注1） ウイルスの感染によって葉に黄化斑ができる病気
で、光合成が十分に行われず、最悪の場合には作
物自体が枯れてしまうことから、収穫量が大幅に
減少する。タイのほかに、近隣国のタイやカンボ
ジアでも流行が確認されている。

表3　タピオカでん粉生産量および消費量の推移
（単位：千トン）

生産量 消費量

2018年 2019年 2020年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

アジア 7,694 8,191 8,759 （89.4） 6.9％ 7,463 7,974 8,553 （87.3） 7.3％ 8,845 3.4％ 9,134 3.3％
欧州 0 0 0 （0.0） － 56 62 56 （0.6） ▲9.3％ 59 4.8％ 61 4.3％
北米 0 0 0 （0.0） － 123 122 124 （1.3） 1.9％ 130 4.9％ 140 7.6％

中米・カリブ海 6 5 7 （0.1） 40.0％ 5 5 6 （0.1） 12.3％ 6 4.5％ 6 5.0％
南米 781 797 803 （8.2） 0.8％ 792 794 795 （8.1） 0.1％ 826 3.8％ 845 2.3％

大洋州 0 0 0 （0.0） － 19 17 16 （0.2） ▲2.7％ 20 20.2％ 21 7.8％
アフリカ 211 220 224 （2.3） 1.8％ 229 236 241 （2.5） 2.2％ 249 3.0％ 255 2.7％

合計 8,692 9,213 9,793 （100.0） 6.3％ 8,687 9,210 9,792 （100.0） 6.3％ 10,134 3.5％ 10,463 3.2％
注：資料および注1から注4は、表2と同じ。

写真　�キャッサバモザイク病に感染し、被害を
受けたキャッサバほ場の様子（タイ）
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表2　コーンスターチ生産量および消費量の推移
（単位：千トン）

生産量 消費量

2018年 2019年 2020年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

アジア 13,183 13,614 14,016 （71.2） 3.0％ 13,134 13,562 13,953 （72.3） 2.9％ 14,234 2.0％ 14,487 1.8％
欧州 1,982 2,126 2,077 （10.5） ▲2.3％ 1,695 1,791 1,736 （9.0） ▲3.1％ 1,786 2.9％ 1,841 3.1％
北米 2,495 2,410 2,435 （12.4） 1.0％ 2,454 2,395 2,419 （12.5） 1.0％ 2,435 0.7％ 2,450 0.6％

中米・カリブ海 0 0 0 （0.0） － 61 65 65 （0.3） ▲1.0％ 68 5.5％ 71 4.3％
南米 498 538 573 （2.9） 6.5％ 473 475 480 （2.5） 1.0％ 499 4.0％ 510 2.2％

大洋州 43 29 34 （0.2） 17.2％ 52 52 53 （0.3） 2.0％ 55 2.3％ 56 1.7％
アフリカ 483 477 553 （2.8） 15.9％ 561 572 587 （3.0） 2.5％ 614 4.7％ 633 3.0％

合計 18,684 19,194 19,688 （100.0） 2.6％ 18,431 18,913 19,292 （100.0） 2.0％ 19,690 2.1％ 20,048 1.8％
資料：LMC International
注1：2021年以降は予測値。
注2：括弧内はその地域が生産量全体または消費量全体に占める割合（%）。
注3：四捨五入の関係から、合計と増減率は必ずしも一致しない。
注4：「0」は1トン未満を表し、「－」は事実不明なもの。

2． 天然でん粉および化工でん
粉の動向

（1）コーンスターチ
　コーンスターチの生産は、アジアが生産量全体の

7割強を占め、次いで北米と欧州がそれぞれ1割強

となっている（表2）。2020年の地域別生産量を

見ると、欧州以外の地域で前年を上回った。

　世界最大のコーンスターチ生産・消費国である中

国では、生産量が堅調に推移しており、2020年は

世界の生産量の5割を超える約1070万トン（前年

比1.9%増）に達した。しかし、COVID–19の影響

により国内、輸出需要ともに減少したことで、増加

率は例年と比べ鈍化した。

　また、同国では2019年第4四半期以降、トウモロ

コシ価格が大幅に上昇している。これは、アフリカ

豚熱からの回復により豚飼養頭数が増加する中で、

飼料に仕向けられる国内のトウモロコシ在庫量が不

足していることが要因とされている。2021年12

月9日の米国農務省世界農業観測ボード（USDA/

WAOB）の発表によると、2020/21年度（10月

から翌9月）の中国のトウモロコシ輸入量は2951

万トン（前年比3.9倍）と推計されており、翌年度

も引き続き高水準での推移が見込まれている。

　消費量は生産と同様、アジアが主要消費地域であ

り、2020年は欧州と中米・カリブ海を除く全ての

地域で前年を上回った。2021年以降は、外食や旅

行など経済活動が徐々に再開されることにより消費

も回復することが予想され、全ての地域で前年を上

回る見込みである。

　中国に次ぐ消費国である米国では、コロナ禍でも

電子商取引が拡大したことにより、配送の際に使用

される包装資材や製紙などの原料として、工業向け

のコーンスターチ需要は安定して推移した。一方、

EUでは、コーンスターチは、EUが主産地となる小

麦でん粉と比べ高価であり、アレルギー物質を含ま

ないことから主に薬品や離乳食など高付加価値商品

に用いられている。2020年は当該分野での工場が

新設されるなど、需要は堅調であった。
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（2）タピオカでん粉
　タピオカでん粉の生産は、アジアが生産量全体の

9割弱を占めている（表3）。2020年の地域別生

産量を見ると、欧州、北米および大洋州では生産さ

れていないものの、その他の全ての生産地域で前年

を上回った。

　世界最大のタピオカでん粉の生産・輸出国である

タイでは、2019/20年度（10月〜翌9月）、原料

作物であるキャッサバの生産量は干ばつやキャッサ

バモザイク病（注1）の被害により減少した（写真）。

翌年度は、キャッサバ製品の最大の輸出先である中

国国内のトウモロコシ価格上昇から、コーンスター

チの代替としてタピオカでん粉、また、エタノール

生産の代替原料としてタピオカチップの引き合いが

それぞれ強まり、輸出は堅調に推移した。

　消費量は生産と同様、アジアが消費量全体の9割

弱を占めている。同年の消費量は、主要消費地域で

あるアジアを中心に増加した。2021年以降は、経

済活動の再開により徐々に回復し、全ての地域で前

年を上回る見込みである。

（注1） ウイルスの感染によって葉に黄化斑ができる病気
で、光合成が十分に行われず、最悪の場合には作
物自体が枯れてしまうことから、収穫量が大幅に
減少する。タイのほかに、近隣国のタイやカンボ
ジアでも流行が確認されている。

表3　タピオカでん粉生産量および消費量の推移
（単位：千トン）

生産量 消費量

2018年 2019年 2020年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

アジア 7,694 8,191 8,759 （89.4） 6.9％ 7,463 7,974 8,553 （87.3） 7.3％ 8,845 3.4％ 9,134 3.3％
欧州 0 0 0 （0.0） － 56 62 56 （0.6） ▲9.3％ 59 4.8％ 61 4.3％
北米 0 0 0 （0.0） － 123 122 124 （1.3） 1.9％ 130 4.9％ 140 7.6％

中米・カリブ海 6 5 7 （0.1） 40.0％ 5 5 6 （0.1） 12.3％ 6 4.5％ 6 5.0％
南米 781 797 803 （8.2） 0.8％ 792 794 795 （8.1） 0.1％ 826 3.8％ 845 2.3％

大洋州 0 0 0 （0.0） － 19 17 16 （0.2） ▲2.7％ 20 20.2％ 21 7.8％
アフリカ 211 220 224 （2.3） 1.8％ 229 236 241 （2.5） 2.2％ 249 3.0％ 255 2.7％

合計 8,692 9,213 9,793 （100.0） 6.3％ 8,687 9,210 9,792 （100.0） 6.3％ 10,134 3.5％ 10,463 3.2％
注：資料および注1から注4は、表2と同じ。

写真　�キャッサバモザイク病に感染し、被害を
受けたキャッサバほ場の様子（タイ）
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コラム1　でん粉を使用した世界の伝統料理
　2020年はCOVID–19の発生により、全世界で混乱やさまざまな制約が生じた。現在も変異株の出現など

により、依然として困難な状況は続いているものの、今回は、海外渡航が可能となった際に、また、国内の

飲食店やご家庭でも身近に楽しんでいただくため、でん粉を使用した3カ国の伝統的な料理をご紹介したい。

　まずは、タピオカでん粉を主原料とする、インドネシアの揚げせんべい「クルプック」である（コラム1–

写真1）。定番はエビ風味のもので、国内の飲食店でも比較的目にする機会が多く、日本人にも馴染み深い

味となっている。作り方は、タピオカでん粉に、すり潰したエビや調味料、水などを加えて混ぜ合わせ、薄

く形を整え乾燥させる。その後、油で揚げると大きく膨らみ、サクサクのせんべいになる。

　クルプックは、ナシゴレン（焼き飯）やサテ（串焼き）など料理の付け合わせとして提供されることが多

い。また、現地の商店では、袋詰めにされた乾燥クルプックが家庭用に販売されている光景もよく見られ、

安価であることから、日常食として広く国民に親しまれている。

　続いて、中東欧・ロシアの家庭で作られるデザート「キッセル」を紹介する（コラム1–写真2）。原料は、

ベリー（中東欧ではイチゴ、ブルーベリー、ラズベリーなど、ロシアではクランベリー、サクランボ、レッ

ドカラントなどが人気）、砂糖、水、でん粉（ばれいしょでん粉）であり、加えるでん粉の分量を調整する

ことで、パンケーキのソースや日本のくず湯のようなとろみのある飲料、ゼリーなどになる。温製でも冷製

でもおいしく、汎用性が高い。家庭のおやつとして長年親しまれており、現在では、お湯を加えるだけで簡

単に調理が可能な粉末タイプのものも販売されている。

　最後は、幻の中華スイーツ「三不粘（サンプーチャン）」である（コラム1–写真3）。三不粘は、皿、箸、

歯の3カ所にくっつかないとされる、もちもちとした弾力性の高いスイーツで、清朝時代に宮廷料理として

出されたのが始まりとされている。原料はでん粉（タピオカでん粉やばれいしょでん粉）、水、砂糖、卵黄、

油と非常にシンプルである。作り方は、水に溶いたでん粉を砂糖、卵黄と混ぜ合わせ、火にかけた鍋に流し

入れた後、油をかけながら7〜10分間お玉でひたすらたたき続ける。一見すると、原料も作り方もシンプ

コラム1–�写真1　ナシゴレンに添えられた�
インドネシアの「クルプック」

コラム1–�写真2　中東欧・ロシアのデザート
「キッセル」
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（3）小麦でん粉
　小麦でん粉の生産は、欧州が生産量全体の4割強

を占め、次いでアジアが3割強、北米が2割弱となっ

ている（表4）。2020年の地域別生産量を見ると、

欧州およびアジアで増加したものの、その他の地域

は減少した。

　消費量を見ても、欧州とアジアが主要消費地域で

あり、2020年は消費量が比較的少ないアフリカ、

中米・カリブ海、北米、南米を除いた地域で前年を

上回った。2021年以降は経済活動の再開により

徐々に回復し、全ての地域で前年を上回ると見込ま

れる。

　小麦でん粉はコーンスターチと同様、配送の際に

使用される包装資材や印刷用紙など製紙の原料とし

て、工業向けで主に使用されている。2020年は、

COVID–19の拡大により多くのオフィスや学校が

ルに見えるものの、実は火加減などが大変難しく、現地でも三不粘を調理できる料理人はごく限られること

から、「幻のスイーツ」として取り扱われている。でん粉や砂糖、卵黄など、身近で安価な材料となってい

るので、ぜひおうち時間に挑戦していただきたい一品である。

コラム1–写真3　中国の三不粘（サンプーチャン）

閉鎖した影響で、印刷用紙の需要は大きく減少した

ものの、電子商取引の拡大により段ボールなどの包

装需要は大きく増加した。

　また、植物性たんぱく質の需要の高まりにより、副

産物として生産されるグルテンがさまざまな用途に

利用できることから収益性が良いとされている（注2）。�

この流れを受けて、欧州ではでん粉原料をトウモロ

コシから小麦に切り替えたり、小麦でん粉製造工場

の新設への投資が行われたりするなど、近年、小麦

でん粉は増産傾向にある（注3）。

（注2）�小麦グルテンは、ボリュームが出にくい米粉パン
に入れて膨らみを助けるなど、食品のほかペット
フードや水産養殖用飼料などさまざまな用途に利
用されている。

（注3）�2013年以降、増加基調が持続し、2020年は
2013年比で57.3%の増産となった。
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コラム1　でん粉を使用した世界の伝統料理
　2020年はCOVID–19の発生により、全世界で混乱やさまざまな制約が生じた。現在も変異株の出現など

により、依然として困難な状況は続いているものの、今回は、海外渡航が可能となった際に、また、国内の
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　まずは、タピオカでん粉を主原料とする、インドネシアの揚げせんべい「クルプック」である（コラム1–

写真1）。定番はエビ風味のもので、国内の飲食店でも比較的目にする機会が多く、日本人にも馴染み深い

味となっている。作り方は、タピオカでん粉に、すり潰したエビや調味料、水などを加えて混ぜ合わせ、薄

く形を整え乾燥させる。その後、油で揚げると大きく膨らみ、サクサクのせんべいになる。

　クルプックは、ナシゴレン（焼き飯）やサテ（串焼き）など料理の付け合わせとして提供されることが多

い。また、現地の商店では、袋詰めにされた乾燥クルプックが家庭用に販売されている光景もよく見られ、

安価であることから、日常食として広く国民に親しまれている。
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ドカラントなどが人気）、砂糖、水、でん粉（ばれいしょでん粉）であり、加えるでん粉の分量を調整する

ことで、パンケーキのソースや日本のくず湯のようなとろみのある飲料、ゼリーなどになる。温製でも冷製

でもおいしく、汎用性が高い。家庭のおやつとして長年親しまれており、現在では、お湯を加えるだけで簡

単に調理が可能な粉末タイプのものも販売されている。

　最後は、幻の中華スイーツ「三不粘（サンプーチャン）」である（コラム1–写真3）。三不粘は、皿、箸、

歯の3カ所にくっつかないとされる、もちもちとした弾力性の高いスイーツで、清朝時代に宮廷料理として

出されたのが始まりとされている。原料はでん粉（タピオカでん粉やばれいしょでん粉）、水、砂糖、卵黄、

油と非常にシンプルである。作り方は、水に溶いたでん粉を砂糖、卵黄と混ぜ合わせ、火にかけた鍋に流し

入れた後、油をかけながら7〜10分間お玉でひたすらたたき続ける。一見すると、原料も作り方もシンプ
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（3）小麦でん粉
　小麦でん粉の生産は、欧州が生産量全体の4割強

を占め、次いでアジアが3割強、北米が2割弱となっ

ている（表4）。2020年の地域別生産量を見ると、

欧州およびアジアで増加したものの、その他の地域

は減少した。

　消費量を見ても、欧州とアジアが主要消費地域で

あり、2020年は消費量が比較的少ないアフリカ、

中米・カリブ海、北米、南米を除いた地域で前年を

上回った。2021年以降は経済活動の再開により

徐々に回復し、全ての地域で前年を上回ると見込ま

れる。

　小麦でん粉はコーンスターチと同様、配送の際に

使用される包装資材や印刷用紙など製紙の原料とし

て、工業向けで主に使用されている。2020年は、

COVID–19の拡大により多くのオフィスや学校が

ルに見えるものの、実は火加減などが大変難しく、現地でも三不粘を調理できる料理人はごく限られること

から、「幻のスイーツ」として取り扱われている。でん粉や砂糖、卵黄など、身近で安価な材料となってい

るので、ぜひおうち時間に挑戦していただきたい一品である。

コラム1–写真3　中国の三不粘（サンプーチャン）

閉鎖した影響で、印刷用紙の需要は大きく減少した

ものの、電子商取引の拡大により段ボールなどの包

装需要は大きく増加した。

　また、植物性たんぱく質の需要の高まりにより、副

産物として生産されるグルテンがさまざまな用途に

利用できることから収益性が良いとされている（注2）。�

この流れを受けて、欧州ではでん粉原料をトウモロ

コシから小麦に切り替えたり、小麦でん粉製造工場

の新設への投資が行われたりするなど、近年、小麦

でん粉は増産傾向にある（注3）。

（注2）�小麦グルテンは、ボリュームが出にくい米粉パン
に入れて膨らみを助けるなど、食品のほかペット
フードや水産養殖用飼料などさまざまな用途に利
用されている。

（注3）�2013年以降、増加基調が持続し、2020年は
2013年比で57.3%の増産となった。
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（4）ばれいしょでん粉
　ばれいしょでん粉の生産は、欧州が生産量全体の

7割弱を占め、次ぐアジアが3割強となっている（表

5）。2020年の地域別生産量を見ると、北米のみ

前年を下回り、その他の生産地域で前年を上回った。

　主産地である欧州では、2019年末に収穫された

ばれいしょが豊作であったものの、COVID–19の

影響で主に外食向けのでん粉需要が減少したこと

で、ばれいしょでん粉市場は飽和状態となった。

　一方、消費量を見ると、アジアが最大の消費地域

で全体の5割弱を占め、その他、欧州、北米が主要

表4　小麦でん粉生産量および消費量の推移
（単位：千トン）

生産量 消費量

2018年 2019年 2020年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

アジア 911 986 1,057 （33.6） 7.2％ 1,106 1,139 1,186 （37.7） 4.1％ 1,246 5.1％ 1,305 4.7％
欧州 1,153 1,279 1,364 （43.3） 6.6％ 1,114 1,237 1,326 （42.2） 7.2％ 1,399 5.5％ 1,479 5.7％
北米 530 525 515 （16.4） ▲1.9％ 538 535 535 （17.0） ▲0.0％ 547 2.3％ 552 0.9％

中米・カリブ海 0 0 0 （0.0） － 1 1 1 （0.0）▲23.5％ 1 8.0％ 1 7.4％
南米 36 48 43 （1.4）▲10.4％ 30 41 33 （1.1）▲18.1％ 35 5.1％ 36 2.7％
大洋州 220 180 170 （5.4） ▲5.6％ 57 59 62 （2.0） 4.9％ 63 3.1％ 65 2.4％
アフリカ 0 0 0 （0.0） － 10 3 3 （0.1）▲26.1％ 3 3.1％ 3 3.0％
合計 2,850 3,018 3,149 （100.0） 4.3％ 2,857 3,015 3,145 （100.0） 4.3％ 3,294 4.7％ 3,440 4.4％

注：資料および注1から注4は、表2と同じ。

表5　ばれいしょでん粉生産量および消費量の推移
（単位：千トン）

生産量 消費量

2018年 2019年 2020年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

アジア 604 554 562 （30.6） 1.4％ 932 830 885 （48.5） 6.7％ 929 5.0％ 964 3.7％
欧州 1,174 1,116 1,215 （66.2） 8.9％ 636 629 653 （35.8） 3.8％ 665 1.8％ 678 2.0％
北米 78 76 56 （3.1）▲26.3％ 216 211 215 （11.8） 1.7％ 217 0.8％ 224 3.3％

中米・カリブ海 0 0 0 （0.0） － 9 9 8 （0.4）▲11.3％ 8 6.6％ 9 4.8％
南米 2 2 2 （0.1） 0.0％ 43 35 37 （2.0） 5.4％ 39 5.6％ 41 4.0％
大洋州 0 0 0 （0.0） － 13 15 14 （0.8） ▲2.0％ 15 3.5％ 15 3.4％
アフリカ 0 0 0 （0.0） － 12 11 12 （0.6） 2.7％ 12 4.1％ 13 6.2％
合計 1,858 1,748 1,835 （100.0） 5.0％ 1,860 1,740 1,824 （100.0） 4.9％ 1,885 3.3％ 1,943 3.1％

注：資料および注1から注4は、表2と同じ。

消費地域となっている。2020年は、アジアなどの

主要消費地域を中心に前年を上回った。2021年以

降は経済活動の再開により徐々に回復し、全ての地

域で前年を上回ると見込まれる。

　近年は消費者の健康志向や安全性などへの高い関

心を背景に、小麦でん粉と同様に、植物性たんぱく

質の需要が高まり、副産物であるばれいしょたんぱ

く質の抽出技術の開発や投資が積極的に行われてい

る。この動きはコロナ禍で一時的には減速したもの

の、今後、薬品や離乳食など高付加価値商品への活

用と成長が期待されている。
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コラム2　世界のバイオプラスチック生産動向
　2015年9月、国連サミットにおいて「持続可能な開発のための2030アジェンダ」が採択され、2030

年を年限とする「持続可能な開発目標（SDGs）」が定められた。本コラムでは、SDGsへの取り組みの一

つとして、欧州をはじめ世界各国で関心が寄せられているバイオプラスチック（コラム2–写真、図1）に

ついて、近年の生産動向を紹介する。

　欧州のバイオプラスチック業界団体であるEuropean Bioplasticsによると、バイオプラスチックは「バ

イオベース（注1）もしくは生分解性（注2）またはその両方の特性を有するプラスチック」と定義されており、

コラム2–表のとおり分類されている。

（注1） バイオベースとは、素材や製品（の一部）がバイオマス（再生可能な、生物由来の有機資源で化石資源を除いた
もの）から製造されていることを指す。バイオプラスチックに使用されるバイオマスは、主にトウモロコシやサ
トウキビなどである。

（注2）生分解性とは、物質が微生物により、水、二酸化炭素、堆肥などの自然物質に分解される過程である。

　バイオベースのものは従来のプラスチック原料である石油の使用削減、生分解性を有するものは使用後の

廃棄物削減により、環境負荷の低減へ寄与するものとして注目されている。2020年の世界のバイオプラス

チック製造能力は211万トン（前年比8.1%増、内訳は生分解性が58%、非生分解性が42%）であり、

2025年に287万トン（内訳は同63%、同37%）まで増加すると予測されている（コラム2–図2）。また、

コラム2–写真　�バイオプラスチッ
ク製の食器類

コラム2–図1　認証ラベル（オーストリア）

資料：TÜV Austria
　注：左図は堆肥化可能であること、右図はバイオベースであることを示す。

コラム2–表　バイオプラスチックの分類
バイオベース 化石資源ベース

非生分解性

バイオプラスチック
　・PE（ポリエチレン）
　・PET（ポリエチレンテレフタレート）
　・PA（ポリアミド）
　・PTT（ポリトリブチレンテレフタレート）など

従来プラスチック
　・PE（ポリエチレン）
　・PET（ポリエチレンテレフタレート）
　・PP（ポリプロピレン）など

生分解性

バイオプラスチック
　・PLA（ポリ乳酸）
　・PHA（ポリリヒドロキシアルカン酸）
　・PBS（ポリブチレンサクシネート）
　・でん粉など

バイオプラスチック
　・PBAT（ポリブチレンアジペートテレフタレート）
　・PCL（ポリカプロラクトン）など

資料：European Bioplastics
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（4）ばれいしょでん粉
　ばれいしょでん粉の生産は、欧州が生産量全体の

7割弱を占め、次ぐアジアが3割強となっている（表

5）。2020年の地域別生産量を見ると、北米のみ

前年を下回り、その他の生産地域で前年を上回った。

　主産地である欧州では、2019年末に収穫された

ばれいしょが豊作であったものの、COVID–19の

影響で主に外食向けのでん粉需要が減少したこと

で、ばれいしょでん粉市場は飽和状態となった。

　一方、消費量を見ると、アジアが最大の消費地域

で全体の5割弱を占め、その他、欧州、北米が主要

表4　小麦でん粉生産量および消費量の推移
（単位：千トン）

生産量 消費量

2018年 2019年 2020年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

アジア 911 986 1,057 （33.6） 7.2％ 1,106 1,139 1,186 （37.7） 4.1％ 1,246 5.1％ 1,305 4.7％
欧州 1,153 1,279 1,364 （43.3） 6.6％ 1,114 1,237 1,326 （42.2） 7.2％ 1,399 5.5％ 1,479 5.7％
北米 530 525 515 （16.4） ▲1.9％ 538 535 535 （17.0） ▲0.0％ 547 2.3％ 552 0.9％

中米・カリブ海 0 0 0 （0.0） － 1 1 1 （0.0）▲23.5％ 1 8.0％ 1 7.4％
南米 36 48 43 （1.4）▲10.4％ 30 41 33 （1.1）▲18.1％ 35 5.1％ 36 2.7％
大洋州 220 180 170 （5.4） ▲5.6％ 57 59 62 （2.0） 4.9％ 63 3.1％ 65 2.4％
アフリカ 0 0 0 （0.0） － 10 3 3 （0.1）▲26.1％ 3 3.1％ 3 3.0％
合計 2,850 3,018 3,149 （100.0） 4.3％ 2,857 3,015 3,145 （100.0） 4.3％ 3,294 4.7％ 3,440 4.4％

注：資料および注1から注4は、表2と同じ。

表5　ばれいしょでん粉生産量および消費量の推移
（単位：千トン）

生産量 消費量

2018年 2019年 2020年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

アジア 604 554 562 （30.6） 1.4％ 932 830 885 （48.5） 6.7％ 929 5.0％ 964 3.7％
欧州 1,174 1,116 1,215 （66.2） 8.9％ 636 629 653 （35.8） 3.8％ 665 1.8％ 678 2.0％
北米 78 76 56 （3.1）▲26.3％ 216 211 215 （11.8） 1.7％ 217 0.8％ 224 3.3％

中米・カリブ海 0 0 0 （0.0） － 9 9 8 （0.4）▲11.3％ 8 6.6％ 9 4.8％
南米 2 2 2 （0.1） 0.0％ 43 35 37 （2.0） 5.4％ 39 5.6％ 41 4.0％
大洋州 0 0 0 （0.0） － 13 15 14 （0.8） ▲2.0％ 15 3.5％ 15 3.4％
アフリカ 0 0 0 （0.0） － 12 11 12 （0.6） 2.7％ 12 4.1％ 13 6.2％
合計 1,858 1,748 1,835 （100.0） 5.0％ 1,860 1,740 1,824 （100.0） 4.9％ 1,885 3.3％ 1,943 3.1％

注：資料および注1から注4は、表2と同じ。

消費地域となっている。2020年は、アジアなどの

主要消費地域を中心に前年を上回った。2021年以

降は経済活動の再開により徐々に回復し、全ての地

域で前年を上回ると見込まれる。

　近年は消費者の健康志向や安全性などへの高い関

心を背景に、小麦でん粉と同様に、植物性たんぱく

質の需要が高まり、副産物であるばれいしょたんぱ

く質の抽出技術の開発や投資が積極的に行われてい

る。この動きはコロナ禍で一時的には減速したもの

の、今後、薬品や離乳食など高付加価値商品への活

用と成長が期待されている。
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コラム2　世界のバイオプラスチック生産動向
　2015年9月、国連サミットにおいて「持続可能な開発のための2030アジェンダ」が採択され、2030

年を年限とする「持続可能な開発目標（SDGs）」が定められた。本コラムでは、SDGsへの取り組みの一

つとして、欧州をはじめ世界各国で関心が寄せられているバイオプラスチック（コラム2–写真、図1）に

ついて、近年の生産動向を紹介する。

　欧州のバイオプラスチック業界団体であるEuropean Bioplasticsによると、バイオプラスチックは「バ

イオベース（注1）もしくは生分解性（注2）またはその両方の特性を有するプラスチック」と定義されており、

コラム2–表のとおり分類されている。

（注1） バイオベースとは、素材や製品（の一部）がバイオマス（再生可能な、生物由来の有機資源で化石資源を除いた
もの）から製造されていることを指す。バイオプラスチックに使用されるバイオマスは、主にトウモロコシやサ
トウキビなどである。

（注2）生分解性とは、物質が微生物により、水、二酸化炭素、堆肥などの自然物質に分解される過程である。

　バイオベースのものは従来のプラスチック原料である石油の使用削減、生分解性を有するものは使用後の

廃棄物削減により、環境負荷の低減へ寄与するものとして注目されている。2020年の世界のバイオプラス

チック製造能力は211万トン（前年比8.1%増、内訳は生分解性が58%、非生分解性が42%）であり、

2025年に287万トン（内訳は同63%、同37%）まで増加すると予測されている（コラム2–図2）。また、

コラム2–写真　�バイオプラスチッ
ク製の食器類

コラム2–図1　認証ラベル（オーストリア）

資料：TÜV Austria
　注：左図は堆肥化可能であること、右図はバイオベースであることを示す。

コラム2–表　バイオプラスチックの分類
バイオベース 化石資源ベース

非生分解性

バイオプラスチック
　・PE（ポリエチレン）
　・PET（ポリエチレンテレフタレート）
　・PA（ポリアミド）
　・PTT（ポリトリブチレンテレフタレート）など

従来プラスチック
　・PE（ポリエチレン）
　・PET（ポリエチレンテレフタレート）
　・PP（ポリプロピレン）など

生分解性

バイオプラスチック
　・PLA（ポリ乳酸）
　・PHA（ポリリヒドロキシアルカン酸）
　・PBS（ポリブチレンサクシネート）
　・でん粉など

バイオプラスチック
　・PBAT（ポリブチレンアジペートテレフタレート）
　・PCL（ポリカプロラクトン）など

資料：European Bioplastics
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2020年のバイオプラスチックの原料を見ると、ビニール袋など一般消費者向け商品に主に用いられている

でん粉と、包装容器などに用いられているPLA（ポリ乳酸）がともに約19%と最大の割合を占め、次いで

農業用マルチフィルムなどに用いられているPBAT（ポリブチレンアジペートテレフタレート）が約14%

であった（コラム2–図3）。PLAやPBATは近年、その割合が増加している原料である。

　バイオプラスチックは、環境問題への効果的な対策として注目を集める一方、生分解性を有するものにつ

いては、管理された特定の条件下で使用した場合にのみ有効であるため、①堆肥化にかかる時間が長く、土

壌や海洋に残留物が流出する恐れがある②良好な堆肥として取り扱うには、分別収集が必須である③効率的

に堆肥化するには、適切な施設と温度管理が必要である―などといった課題も指摘されている。
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（千トン）

生分解性

非生分解性

コラム2–図2　�世界のバイオプラスチック
製造能力の推移

資料：European Bioplasticsの資料を基に農畜産業振興機構作成
　注：2021年以降は推測値。

コラム2–図3　�原料別バイオプラスチック
の割合（2020年）

資料：European Bioplasticsの資料を基に農畜産業振興機構作成
　注：四捨五入の関係から、合計は必ずしも一致しない。

（5）化工でん粉
　化工でん粉の生産は、アジアが生産量全体の5割

弱を占め、次いで欧州と北米がそれぞれ2割強と

なっている（表6）。2020年の地域別生産量を見

ると、アジア、北米および南米で増加したものの、

その他の地域は減少した。

　消費量を見ると、生産と同様、アジア、北米、欧

州が主要消費地域であり、2020年は中米・カリブ

海および欧州を除いた全ての地域で前年を上回っ

た。2021年以降は経済活動の再開により徐々に回

復し、全ての地域で前年を上回ると予測されている。

　化工でん粉は、全てのでん粉の中で、コーンスター

チとタピオカでん粉に次いで大きな市場である。欧

米では、政府によって安全性が確認されているもの

であっても、化学的な添加物を避けようとする消費

者が増加する傾向にあり、食品製造企業はクリーン

ラベル（化学的な添加物を含まず、消費者に分かりや

すく食品成分を表示すること）への対応が求められて

いる（注4）。このような状況下で、特に化工でん粉の

中でも化学変性を加えず、加熱などの物理的な変性

を加えたものは、機能性を持ちつつも自然な食品原

料とみなされることから、近年、需要が高まる傾向

にある。

（注4） 化工でん粉は食品添加物の一つであり、日本では、
食品の原材料表示欄において、食品が記された後
に、食品添加物の境を示す「／」の後に表記され
ている。

でん粉
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PET
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2,111千トン
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表6　化工でん粉生産量および消費量の推移
（単位：千トン）

生産量 消費量

2018年 2019年 2020年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

アジア 3,958 4,197 4,320 （46.2） 2.9％ 4,176 4,396 4,511 （48.4） 2.6％ 4,776 5.9％ 5,007 4.8％
欧州 2,265 2,295 2,192 （23.5） ▲4.5％ 1,971 1,999 1,857 （19.9） ▲7.1％ 1,909 2.8％ 1,952 2.3％
北米 2,325 2,290 2,345 （25.1） 2.4％ 2,220 2,188 2,285 （24.5） 4.4％ 2,335 2.2％ 2,355 0.9％

中米・カリブ海 0 0 0 （0.0） － 18 19 16 （0.2）▲14.0％ 17 5.0％ 18 2.6％
南米 334 345 355 （3.8） 2.9％ 379 380 380 （4.1） 0.0％ 395 3.9％ 405 2.6％
大洋州 95 95 90 （1.0） ▲5.3％ 106 111 112 （1.2） 1.0％ 116 3.5％ 122 4.7％
アフリカ 44 47 40 （0.4）▲14.9％ 147 158 166 （1.8） 4.9％ 173 4.3％ 180 4.2％
合計 9,021 9,269 9,342 （100.0） 0.8％ 9,018 9,252 9,328 （100.0） 0.8％ 9,721 4.2％ 10,039 3.3％

注：資料および注1から注4は、表2と同じ。

コラム3　でん粉由来の糖化製品の動向
　でん粉由来の糖化製品の中で最も生産量が多いのはブドウ糖であり、アジアが生産量全体の5割弱を占め、

次いで北米が3割、欧州が2割弱となっている（コラム3–表）。2020年の地域別生産量を見ると、アフリカ、

南米、欧州以外の生産地域で増加した。

　消費量を見ると、生産と同様、アジア、北米、欧州が主要消費地域であり、2020年は中米・カリブ海、

欧州を除いた全ての地域で前年を上回った。2021年以降は経済活動の再開により徐々に回復し、全ての地

域で前年を上回ると予測されている。

　ブドウ糖は中国および米国を二大市場としており、米国では主にアルコール飲料の発酵に用いられ、過去

10年間で消費量は増加傾向にある。しかし、2020年、欧米では都市封鎖などの影響で外食などでの菓子

消費量が減少し、それに伴いブドウ糖消費量は食品向けで減少した。

コラム3–表　ブドウ糖生産量および消費量の推移
（単位：千トン）

生産量 消費量

2018年 2019年 2020年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

アジア 13,074 13,570 14,130 （47.5） 4.1％ 12,866 13,400 13,942 （46.9） 4.0％ 14,312 2.7％ 14,585 1.9％
欧州 4,618 4,757 4,757 （16.0） 0.0％ 4,337 4,521 4,473 （15.1） ▲1.1％ 4,503 0.7％ 4,543 0.9％
北米 8,935 8,790 8,815 （29.7） 0.3％ 8,956 8,832 8,874 （29.9） 0.5％ 8,955 0.9％ 9,070 1.3％

中米・カリブ海 0 0 0 （0.0） － 72 73 62 （0.2）▲15.1％ 65 4.4％ 67 3.4％
南米 1,241 1,248 1,237 （4.2） ▲0.9％ 1,248 1,266 1,268 （4.3） 0.1％ 1,305 2.9％ 1,333 2.1％
大洋州 140 130 140 （0.5） 7.7％ 175 178 181 （0.6） 1.7％ 187 3.3％ 192 2.7％
アフリカ 653 715 643 （2.2）▲10.1％ 879 882 912 （3.1） 3.4％ 945 3.6％ 970 2.7％
合計 28,661 29,210 29,722 （100.0） 1.8％ 28,533 29,152 29,711 （100.0） 1.9％ 30,271 1.9％ 30,759 1.6％

注：資料および注1から注4は、表2と同じ。
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2020年のバイオプラスチックの原料を見ると、ビニール袋など一般消費者向け商品に主に用いられている

でん粉と、包装容器などに用いられているPLA（ポリ乳酸）がともに約19%と最大の割合を占め、次いで

農業用マルチフィルムなどに用いられているPBAT（ポリブチレンアジペートテレフタレート）が約14%

であった（コラム2–図3）。PLAやPBATは近年、その割合が増加している原料である。

　バイオプラスチックは、環境問題への効果的な対策として注目を集める一方、生分解性を有するものにつ

いては、管理された特定の条件下で使用した場合にのみ有効であるため、①堆肥化にかかる時間が長く、土

壌や海洋に残留物が流出する恐れがある②良好な堆肥として取り扱うには、分別収集が必須である③効率的

に堆肥化するには、適切な施設と温度管理が必要である―などといった課題も指摘されている。
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コラム2–図2　�世界のバイオプラスチック
製造能力の推移

資料：European Bioplasticsの資料を基に農畜産業振興機構作成
　注：2021年以降は推測値。

コラム2–図3　�原料別バイオプラスチック
の割合（2020年）

資料：European Bioplasticsの資料を基に農畜産業振興機構作成
　注：四捨五入の関係から、合計は必ずしも一致しない。

（5）化工でん粉
　化工でん粉の生産は、アジアが生産量全体の5割

弱を占め、次いで欧州と北米がそれぞれ2割強と

なっている（表6）。2020年の地域別生産量を見

ると、アジア、北米および南米で増加したものの、

その他の地域は減少した。

　消費量を見ると、生産と同様、アジア、北米、欧

州が主要消費地域であり、2020年は中米・カリブ

海および欧州を除いた全ての地域で前年を上回っ

た。2021年以降は経済活動の再開により徐々に回

復し、全ての地域で前年を上回ると予測されている。

　化工でん粉は、全てのでん粉の中で、コーンスター

チとタピオカでん粉に次いで大きな市場である。欧

米では、政府によって安全性が確認されているもの

であっても、化学的な添加物を避けようとする消費

者が増加する傾向にあり、食品製造企業はクリーン

ラベル（化学的な添加物を含まず、消費者に分かりや

すく食品成分を表示すること）への対応が求められて

いる（注4）。このような状況下で、特に化工でん粉の

中でも化学変性を加えず、加熱などの物理的な変性

を加えたものは、機能性を持ちつつも自然な食品原

料とみなされることから、近年、需要が高まる傾向

にある。

（注4） 化工でん粉は食品添加物の一つであり、日本では、
食品の原材料表示欄において、食品が記された後
に、食品添加物の境を示す「／」の後に表記され
ている。
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表6　化工でん粉生産量および消費量の推移
（単位：千トン）

生産量 消費量

2018年 2019年 2020年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

アジア 3,958 4,197 4,320 （46.2） 2.9％ 4,176 4,396 4,511 （48.4） 2.6％ 4,776 5.9％ 5,007 4.8％
欧州 2,265 2,295 2,192 （23.5） ▲4.5％ 1,971 1,999 1,857 （19.9） ▲7.1％ 1,909 2.8％ 1,952 2.3％
北米 2,325 2,290 2,345 （25.1） 2.4％ 2,220 2,188 2,285 （24.5） 4.4％ 2,335 2.2％ 2,355 0.9％

中米・カリブ海 0 0 0 （0.0） － 18 19 16 （0.2）▲14.0％ 17 5.0％ 18 2.6％
南米 334 345 355 （3.8） 2.9％ 379 380 380 （4.1） 0.0％ 395 3.9％ 405 2.6％
大洋州 95 95 90 （1.0） ▲5.3％ 106 111 112 （1.2） 1.0％ 116 3.5％ 122 4.7％
アフリカ 44 47 40 （0.4）▲14.9％ 147 158 166 （1.8） 4.9％ 173 4.3％ 180 4.2％
合計 9,021 9,269 9,342 （100.0） 0.8％ 9,018 9,252 9,328 （100.0） 0.8％ 9,721 4.2％ 10,039 3.3％

注：資料および注1から注4は、表2と同じ。

コラム3　でん粉由来の糖化製品の動向
　でん粉由来の糖化製品の中で最も生産量が多いのはブドウ糖であり、アジアが生産量全体の5割弱を占め、

次いで北米が3割、欧州が2割弱となっている（コラム3–表）。2020年の地域別生産量を見ると、アフリカ、

南米、欧州以外の生産地域で増加した。

　消費量を見ると、生産と同様、アジア、北米、欧州が主要消費地域であり、2020年は中米・カリブ海、

欧州を除いた全ての地域で前年を上回った。2021年以降は経済活動の再開により徐々に回復し、全ての地

域で前年を上回ると予測されている。

　ブドウ糖は中国および米国を二大市場としており、米国では主にアルコール飲料の発酵に用いられ、過去

10年間で消費量は増加傾向にある。しかし、2020年、欧米では都市封鎖などの影響で外食などでの菓子

消費量が減少し、それに伴いブドウ糖消費量は食品向けで減少した。

コラム3–表　ブドウ糖生産量および消費量の推移
（単位：千トン）

生産量 消費量

2018年 2019年 2020年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

アジア 13,074 13,570 14,130 （47.5） 4.1％ 12,866 13,400 13,942 （46.9） 4.0％ 14,312 2.7％ 14,585 1.9％
欧州 4,618 4,757 4,757 （16.0） 0.0％ 4,337 4,521 4,473 （15.1） ▲1.1％ 4,503 0.7％ 4,543 0.9％
北米 8,935 8,790 8,815 （29.7） 0.3％ 8,956 8,832 8,874 （29.9） 0.5％ 8,955 0.9％ 9,070 1.3％

中米・カリブ海 0 0 0 （0.0） － 72 73 62 （0.2）▲15.1％ 65 4.4％ 67 3.4％
南米 1,241 1,248 1,237 （4.2） ▲0.9％ 1,248 1,266 1,268 （4.3） 0.1％ 1,305 2.9％ 1,333 2.1％
大洋州 140 130 140 （0.5） 7.7％ 175 178 181 （0.6） 1.7％ 187 3.3％ 192 2.7％
アフリカ 653 715 643 （2.2）▲10.1％ 879 882 912 （3.1） 3.4％ 945 3.6％ 970 2.7％
合計 28,661 29,210 29,722 （100.0） 1.8％ 28,533 29,152 29,711 （100.0） 1.9％ 30,271 1.9％ 30,759 1.6％

注：資料および注1から注4は、表2と同じ。
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おわりに
　世界のでん粉消費量は、ウィズコロナとして人々

の生活様式の変化を経て、外食や旅行など経済活動

の再開により、全ての地域で徐々に回復すると見込

まれる。また、今後の世界人口や所得の増加などを

考慮すると、2020年以降、毎年約3%の割合で増

加し、2025年には5142万トン（2020年比14%

増）と、5000万トンの大台に達すると予測される

（図3）。種類別では、特にグルテン需要の高まりに

よって、価格が安定している小麦でん粉が20%増

加するほか、タピオカでん粉が18%と、それぞれ

平均増加率を上回る増加が見込まれる。また、化工

でん粉は、経済情勢の影響を受けやすい傾向にある

ため正確な見通しを立てづらいものの、17%と平

均増加率を上回る増加が見込まれ、2021年以降の

消費量は堅調に推移すると見込まれる。

　COVID–19については、変異株の出現などによ

り状況が不透明であり、世界各国においてさまざま

な対策が執られるなど、その動静を見据える必要は

あるものの、長期的にはでん粉の需要は増加傾向に

あると見られる。

　ブドウ糖に次いで生産量が多いのは異性化糖であり、米国、中国およびメキシコを主要消費国としている。

米国では、炭酸飲料の需要の減少に伴い、過去10年間で異性化糖の消費量は減少しており、また、米国を

主要輸出国とするメキシコも消費量は減少傾向にある。2020年は、都市封鎖などの影響を受けて両国での

消費量はさらに減少したと見られている。一方、炭酸飲料の消費量が増加傾向にある中国では、異性化糖の

需要は増加した。

　続く果糖は、北米が生産量全体の5割を占め、次いでアジアと欧州がそれぞれ2割となっている。主要消

費地域は生産と同様、北米、アジア、欧州であり、飲料向けで広く用いられているものの、2020年は都市

封鎖などの影響を受けて需要は減少した。

図3　種類別でん粉消費量見通し

資料：LMC International
　注：2025年は予測値
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